
い
し
さ
は
、
北
海
道
米
ブ
ラ
ン
ド
の
エ
ー

ス
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
（
２
０
０
６
）
年
に
北
見
農

業
試
験
場
が
開
発
し
た
小
麦
の
「
き
た
ほ

な
み
」
＝
写
真
2
は
、
北
海
道
産
小
麦
の

収
量
と
品
質
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
ま

し
た
。
ゆ
で
う
ど
ん
の
色
が
き
れ
い
で
食

感
も
優
れ
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
産
と

比
べ
て
も
最
高
級
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
う
ど
ん
以
外
に
も
、
菓
子
な
ど
広

い
用
途
で
加
工
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
大
豆
や
小
豆
、
金
時
豆
な

ど
で
は
高
品
質
な
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
を
支

え
る
品
種
が
開
発
さ
れ
、
中
で
も
道
産
小

豆
の
主
力
品
種
で
あ
る
「
エ
リ
モ
シ
ョ
ウ

ズ
」
に
病
害
の
抵
抗
性
を
つ
け
た
新
品
種

「
エ
リ
モ
１
６
７
」
や
、
道
産
の
主
力
大

豆
品
種
「
ユ
キ
ホ
マ
レ
」
よ
り
良
質
な
豆

腐
が
で
き
、
耐
冷
性
が
強
い
「
と
よ
み
ず

き
」
な
ど
を
十
勝
農
業
試
験
場
が
開
発
し

ま
し
た
。
ま
た
、
家
畜
の
改
良
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、
畜
産
試
験
場
が
開
発
し
た

黒
毛
和
種
の
種
雄
牛
で
あ
る
「
勝
早
桜

5
」
は
、
道
産
和
牛
の
地
位
向
上
に
も
高

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
栽
培
技
術
に
お
い
て
は
、
北
海
道
の
特

徴
を
活
か
し
た
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
冬
の
厳
し
い
北
海
道
で
も
野
菜
の
生

産
を
可
能
と
し
た
「
無
加
温
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
を
用
い
た
野
菜
の
周
年
生
産
技
術
」
＝

写
真
3
・
4
は
、
地
域
ご
と
に
必
要
な
ハ

ウ
ス
の
保
温
装
備
と
耐
雪
強
度
を
提
示

し
、
葉
根
菜
類
の
耐
寒
性
か
ら
無
加
温
で

栽
培
で
き
る
品
目
や
技
術
を
示
し
ま
し

た
。
冬
季
の
寒
さ
が

厳
し
い
北
海
道
で
も

暖
房
を
使
用
せ
ず
、

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
で
年

中
切
れ
目
な
く
、
野

菜
の
栽
培
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
道
内
各
地
域
や
市

町
村
と
の
連
携
、
課

題
対
応
の
た
め
、
道

の
各
総
合
振
興
局
・

振
興
局
や
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
、
関
係
農
業
団
体
と
農
業

試
験
場
で
構
成
す
る
「
地
域
支
援
会
議
」

で
は
、
地
域
に
お
け
る
研
究
ニ
ー
ズ
の
調

査
と
現
場
に
お
け
る
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
と
も
市
町
村
と
連
携

し
、
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す

研
究
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
北
海
道
農
業
の
た
め
に

　
近
年
の
気
象
変
動
の
影
響
で
、
道
内
で

は
寒
暖
の
差
が
激
し
く
な
り
、
農
畜
産
物

の
生
産
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
に
対
す
る

懸
念
が
生
じ
て
い
ま
す
。
農
業
研
究
本
部

は
、
こ
の
よ
う
な
気
象
変
動
に
耐
え
る
こ

と
が
で
き
る
品
種
の
開
発
や
栽
培
技
術
な

ど
の
研
究
開
発
を
重
点
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
一
方
、
温
暖
化
の
影
響
は
、
負
の
側

面
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
は
困
難

だ
っ
た
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
や
ワ
イ
ン

産
地
化
な
ど
、
新
た
な
作
物
や
産
業
が
発

展
す
る
可
能
性
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
生
産
者
が
自
ら
を

誇
り
に
思
え
る
新
し
い
農
業
の
実
現
に
向

け
た
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
一
般
的

な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
比
べ
て
、
収
入
が
不

安
定
で
あ
り
、
労
働
時
間
が
長
い
現
在
の

農
業
は
、
担
い
手
と
な
る
若
者
に
と
っ
て

は
、
な
か
な
か
魅
力
的
と
は
感
じ
ら
れ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
収
入
が
あ
る
程
度

安
定
し
、
余
暇
が
楽
し
め
る
よ
う
な
農
業

の
姿
と
と
も
に
、
農
業
者
の
新
た
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
創
造
す
る
こ
と
も
農
業
研

究
本
部
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
、
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
と
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真4　無加温ハウス内での栽培の様子

写真2　�道総研が開発した北海道を代表する� �
小麦品種「きたほなみ」の製品

写真3　雪に覆われた冬の無加温ハウス
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農
業
研
究
本
部
の
概
要

　
農
業
研
究
本
部
を
構
成
す
る
各
農
業
試

験
場
の
歴
史
は
、
明
治
時
代
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
明
治
2
（
１
８
６
９
）
年
に
北

海
道
開
拓
使
が
置
か
れ
、
欧
米
農
法
の
導

入
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
よ
り

高
度
な
北
海
道
農
法
の
確
立
を
目
指
し

て
、
明
治
34
（
１
９
０
１
）
年
、
札
幌
に

北
海
道
農
事
試
験
場
が
設
置
さ
れ
、
北
海

道
に
適
応
す
る
農
業
試
験
研
究
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
明
治
43
（
１
９

１
０
）
年
に
は
、
本
場
と
4
支
場
か
ら
な

る
全
道
的
な
研
究
機
関
と
な
り
、
そ
の
後

い
く
つ
か
の
組
織
改
編
を
経
て
、
現
在
は

8
試
験
場
1
支
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
東
西
南
北
に
大
き
な
広
が
り

を
持
つ
た
め
、
地
域
ご
と
に
特
色
あ
る
農

業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
特
性
に

合
わ
せ
た
技
術
開
発
を
進
め
る
た
め
、
道

央
、
道
北
、
道
南
、
道
東
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

の
各
圏
域
に
中
央
（
長
沼
町
）、
上
川

（
比
布
町
）、
道
南
（
北
斗
市
）、
十
勝

（
芽
室
町
）、
北
見
（
訓
子
府
町
）
の
5
つ

の
農
業
試
験
場
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
酪
農
や
畜
産
、
園
芸
分
野
に
つ
い

て
は
、
専
門
性
を
活
か
す
た
め
、
酪
農
試

験
場
（
中
標
津
町
）、
畜
産
試
験
場
（
新

得
町
）、
花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー
（
滝

川
市
）
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
各
試
験
場

で
は
、
大
学
や
民
間
研
究
機
関
と
連
携
し

た
研
究
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
道
庁

と
各
地
域
の
総
合
振
興
局
・
振
興
局
、
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
、
農
業

団
体
と
連
携
し
た
地
域
課
題
の
解
決
支
援

な
ど
の
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
連
載
第
1
回
に
掲
載
し
た
道
総
研
理

事
長
の
コ
ラ
ム
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
道

総
研
が
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
た

な
取
組
で
あ
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
道
産
コ
ー
ン
ウ
ィ
ス
キ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
、農
業
研
究
本
部
は
、コ
ー

ン
ウ
ィ
ス
キ
ー
製
造
に
必
要
な
農
産
物
原

料
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
麦
な
ど
の
生
産

面
で
の
対
応
を
担
っ
て
い
ま
す
。

主
な
研
究
成
果
と
農
業
へ
の
貢
献

　
競
争
力
の
高
い
品
種
の
開
発
や
、
低
コ

ス
ト
、
省
力
栽
培
、
ク
リ
ー
ン
農
業
技
術

な
ど
の
試
験
研
究
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
研
究
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し

た
。
ま
ず
、
農
畜
産
物
の
品
種
開
発
に
お

け
る
代
表
的
な
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
に
上
川
農
業

試
験
場
が
開
発
し
た
水
稲
の
「
ゆ
め
ぴ
り

か
」
＝
写
真
1
は
、
従
来
の
北
海
道
米
を

凌
駕
す
る
甘
み
と
粘
り
、
や
わ
ら
か
さ
が

特
徴
で
す
。
穀
物
検
定
協
会
食
味
ラ
ン
キ

ン
グ
で
「
特
Ａ
」
を
獲
得
し
た
極
上
の
お

北
海
道
農
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

　
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
農
業
研
究
本
部
は
、
北
海
道
の
基
幹
産
業
で
あ
る
「
農
業
」
の一層
の

振
興
の
た
め
、
道
内
の
各
地
域
に
適
し
た
作
物
や
栽
培
技
術
の
開
発
、
家
畜
の
育
成
や
飼
養
技
術
の

開
発
、食
の
安
全
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
研
究
、地
域
課
題
解
決
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

古原　洋
（こはら・ひろし）

P r o f i l eP r o f i l e
地方独立行政法人
北海道立総合研究機構
農業研究本部長
昭和 38 年北海道生まれ。北海
道大学農学部卒。平成 24 年農
業研究本部企画課長、27 年中
央農業試験場作物開発部長、30
年本部・研究企画部長を経て、
令和3年から現職。農業の調査
研究に関わる企画の他、水産、
森林、産業技術、環境、建築に
ついても研究の企画、コーディ
ネートを担当してきた。

写真1　�道総研が開発した北海道を代表する水
稲品種「ななつぼし」と「ゆめぴりか」

地
域
と
共
に
歩
む
道
総
研

第
　
回
2
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